
第３回では、大宮前保育園・ゆうゆう

大宮前館等について同様のグループ

ワークを行い、第４回からの具体的な検討

につなげていきます。

４月～８月に全５回開催するこのワーク

ショップでは、第３回までで取組案（プラン）

の検討に向けて必要な情報の共有（土台

作り）を行い、第４回から具体的なプランの

検討を行う予定です。そのため、第２回

ではこのテーマに沿って、以下の施設に

ついてグループワークを行いました。

○西宮中学校

○宮前図書館

○さざんかステップアップ教室

「宮前教室」

対象施設を取り巻く状況や建替え時に生じる
課題について考えよう！

第２回のテーマ

令和６年１月に策定した「杉並区区立施設マネジメント計画」に基づき、老朽化した区立施設

の更新に関する取組について、区が計画案を作成する前の段階から区民の皆さんと一緒に

解決策（更新方法等）を考える、ワークショップを開催しています。

このニュースでは、４月20日(土)に開催した第１回に引き続き、5月25日（土）に開催した、

第2回のワークショップの様子をお伝えします。

西宮中学校の改築と老朽化した周辺施設の

更新等に関する検討
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グループワーク全体を通して、

○グループワークで他の方の意見や質問を聞くうちに理解が進む部分があった

○沢山の人が自由に意見を出し、話し合うことの大切さや楽しさを感じることが出来た

などの意見がありました。

主な意見

○さざんかステップアップ教室の必要性

が分かった

○集会施設などと併設し必要に応じて

交流ができるようにすることも大切

○比較的小規模な施設のため、 他施設との複合化の検討が

必要

○複合化においては、利用する児童・生徒によっては配慮が

必要だが、他施設の利用者との動線を分けることを前提に、

児童・生徒にとって多方面でのメリットが見込める場合もある

■改築時等の主な課題

○不登校児童・生徒一人ひとりが自分に合った学習や活動の場を選択できるよう、多様な学びの場や居場所を

確保し、それぞれの活動を通して社会性を身に付けていけるような支援を目指します

○子ども一人ひとりを中心に据え、児童・生徒への理解に関わる教員等の資質向上を図りながら、教育相談体制の

充実を目指します

さざんかステップアップ教室「宮前教室」

主な意見

○図書の貸出・返却という役割に加え「サード

プレイス」という考えがあることを初めて

知った

○良いものができるなら休館はやむを得ないと

思う

○読書室や勉強スペースを確保してほしい

○現地改築する場合、法令に基づき建物の規模を

小さくする必要がある。約３年間の休館が必要

○現在の建物を改修する場合は、エレベーターの

設置が困難。一定期間の休館が必要

■改築時等の主な課題

「杉並区立図書館サービス基本方針」で定める概ね10年

後の将来像

○人生100年時代を自分らしく生きるための「学びの場」

となっています

○地域の情報拠点、ネットワークの拠点として整備され、

地域の人々が集い、学び、活躍する「知の共同体」と

なっています

○家庭や学校・職場と並ぶ「第三の場（サードプレイス）」と

なり、そこから図書館に集う人々の「楽しい交流空間」

が生まれ、「知」と「対話」が広がっていきます

宮前図書館

主な意見

○地域に開かれた学校が良いと思う。学びプラットフォームの

考え方は良い

○生徒数・学級数の予想についてマンションや住宅の増加で

急増することも考えられると思う

○校庭面積の確保を確実に

○図書館等、規模の大きな施設との複合化は難しいと考える

区民が生涯にわたって豊かに学び、人が交わりつながる基盤と

なる「学びのプラットフォーム」として整備し、地域の拠点となる

開かれた学校としていきます

○校舎には必要な諸室や機能を備えた上で、一定程度の広さの校庭

が必要

○生徒の生活の場である学校では、他施設と複合化する場合は動線

を分けるなど、安全・安心に配慮した施設計画が必要

○現地改築の場合、仮設校舎を校庭に整備する際の学校運営や

部活動等への配慮・対応が必要

■改築時等の主な課題

西宮中学校

区から、各対象施設が目指す姿や課題

などを説明しました。

その後、説明を受け良いと思った点・

疑問点などについてグループで共有する

ワークを行いました。
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■問い合わせ 杉並区 政策経営部 企画課 施設マネジメント担当

〒１６６－８５７０

杉並区阿佐谷南１－１５－１ ☎03－5307－0348

ワークショップ当日の配布資料のほか、区立施設マネジメント

計画の内容などについて、区ホームページ（右２次元コード）に

掲載していますので、ぜひご覧ください。

また、この取組に関するご意見も募集していますので、ぜひ

ご意見をお寄せください。

今回のワークショップでも大きなポイントとなる西宮中学校と宮前図書館の建て替えに

ついては、令和４～５年度に学校関係者・図書館関係者・町会自治会等の皆さんで構成される

改築検討懇談会を開催し、学校と図書館の複合化などについて検討を行いました。

改築検討懇談会では「中学校の敷地面積を考えると図書館との複合化は難しいのでは

ないか」といったご意見を多くいただき、様々な視点から検討した結果、中学校・図書館に

限らず、周辺の区立施設を含む地域全体の施設整備等について検討を進めていく観点から、

改めて検討することとしました。

改築検討懇談会について

4

改築検討懇談会の議論の詳細について

は、「西宮中学校＆宮前図書館改築

ニュース（第２号）」（区ホームページ

（右２次元コード）に掲載）をご覧くだ

さい。

もっと詳しく！

＼more information／

これを受けて新たな検討の場として開催しているのが今回の

ワークショップです。このため、今回のワークショップでは、これ

まで改築検討懇談会でいただいたご意見等をベースに、周辺

施設への対応を含めて改めて区民の皆さんと共に考える場

として実施していきます。


